
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 戸倉小学校だより 

No.11 2026,1,13.Tue. 
 

３学期が始まりました 
 15日間の冬休み（年末年始休業）を終え、46日間

の３学期が始まりました。3学期は、それぞれの月の

はじめの字から始まる言葉で、１月は「往く」、２月は

「逃げる」、3月は「去る」と言われ、昔から忙しなく

過ぎていく学期です。ですが、次の学年へ進級・進学

するための大切な期間であることは間違いありません。

まとめと準備をきちんと行い、４月からの生活に向か

っていきたいですね。 

 今回の学校だよりでは、始業式の校長先生のお話、

前回掲載できなかった 12 月までの出来事の紹介、3

学期の予定などを掲載いたします。 

 

始業式の校長先生のお話 
３学期スタート 
いよいよ、今日から３学期がスタートですね。 

 三学期には、4年生から6年生のみなさんはスキー

教室、1年生のみなさんはそり教室があって、3月に

は、6年生を送る会、そして卒業式が行われます。こ

うしてみると、学校行事・学年行事は少ないのですが、

登校日数を数えてみたら、3学期は４７日間しかない

のですね。１学期や２学期に比べると、かなり短いの

で、それこそ、あっという間かもしれません。その短

い間で、それぞれの学年の学習のまとめや次の学年へ

の準備をしっかりしなければならないのだなぁと校長

先生は改めて思いました。そう 

なると、今まで以上に一日一日 

が大切になってくるなぁとも思 

いました。 

先ほど、６年生の代表の人が、 

３学期頑張りたいことを発表してくれました。発表の

中には、「卒業」という言葉や「中学校に向けて」「小

学校生活最後」といったワードがありました。いよい

よ、６年生にとっては、この３学期こそが最後の小学

校生活ということになるわけです。６年生のみなさん

には、今、発表してくれた人ように、目標をしっかり

持って、これからの４７日間を、悔いの残らないよう

に、また、友だちや仲間に悔いを残させないように、

大切に過ごしてほしいと思います。発表してくれた6

年生、ありがとうございました。 

当たり前でが当たり前でなくなったとき 
２学期終業式に、校長先生がお話ししたことを覚え

ていますか？校長先生の家の犬の話をしました。校長

先生は、１匹の犬と５匹の猫を飼っていて、そのうち

の犬のまろ太が突然歩けなくなってしました。手術を

して、いのちの危険はなくなったのですが、今後、歩

けるようにはならないかもしれない、って。当たり前

のように元気だったのに、それが突然当たり前でなく

なってしまった。この 

出来事から、『当たり 

前の大切さというのは、 

当たり前でなくなった 

ときに気づくことが多 

くて、でも、それでは 

遅いこともある。だから、戸倉小の皆さんには、校長

先生のように、当たり前のことをぞんざいにして、後

で後悔することがないようにしてほしい。そのため、

この冬休みには、少し学校から離れて、当たり前と思

っている友達のこと、先生のこと、そして家族のこと

を少し思い返してほしい』というお話をしました。 

２学期終業式の日、下校の時に昇降口で立っていた

ら、何人かのお友達が、「校長先生の犬、早くよくなる

といいね。」「まろ太が早く歩けるようになるといいね」

と声を掛けてくれました。校長先生は、とってもうれ

しかったし、戸倉の子どもたちって、本当に優しいな

ぁとつくづく感じました。そして、みんなにお話して

よかったなぁと思いました。 

犬のまろ太 その後 
今日は少しその続きのお話をしたいと思います。犬

のまろ太は、手術の後遺症によるいのちの危険はなく

なったということで、冬休み中に無事に退院して家に

帰ってきました。まずは、それがとてもうれしかった

のですが、ただ、こんな状態です。【動画】やっぱり、

後ろ足は完全に麻痺していて、動きません。 

元気は元気なので、よかったのですが、麻痺した後

ろ足を引きずるようにして動き回るのです。まろ太本

人は、やっと家に帰って来られたのでうれしそうなの

ですが、今まで通りに飛び上がったり、走り回ったり

することはできません。猫を追いかけようとしても、

ちょっとした段差があると越えられないし、大好きだ

った散歩にもまだ行くことができません。 

退院して、家に帰ってきてからは、毎日、まろ太は、

動物病院の先生に教えてもらった歩くためのリハビリ

を始めています。まずは、立つ練習です。自分では立

 

 



てないので、支えてあげながら立つ姿勢を繰り返しま

す。そして自分では足を動かせないので、そのままに

してしまうと筋肉が固まってしまうので、屈伸運動を

させて、さらに、歩く動作を繰り返します。動物病院

の先生からは、このようなリハビリを毎日30分以上、

そして１年以上続けるようにと言われていますが、そ

れでも歩けるようになる可能性は限りなく低いとも言

われています。 

当たり前のことを取り戻すのは大変 
犬は言葉をしゃべらないので、まろ太自身が今の状

態をどのように思っているのか、そもそも、このよう

になってしまったことを理解しているのかさえも分か

らないので、校長先生は、なおさら切なくなってしま

います。それでもまろ 

太は、先程の動画のよ 

うに、元気いっぱいな 

ので、飼い主の校長先 

生が諦めるわけにはい 

きません。だから、一 

緒に頑張っていきたいと思っています。こうして、ま

ろ太とリハビリをしながら校長先生が思うことは、当

たり前のことを取り戻すということはとても大変なこ

となんだと思うのです。そんなことにも気づけていな

かったんだなぁって、今更のように思うのです。 

当たり前の反対は？ 
去年の校長講話でお話しした、当たり前の反対・裏

返しの言葉は何かというお話を、２～６年生の皆さん

は覚えていますか？ 

当たり前とは、あって当然、あることが難しくない

という意味、その意味の反対・その裏返しを考えると、

あることがむずかしい、 

ありがたし、つまりは 

「ありがとう」なんだ 

よ、というお話でした。 

皆さんにも、きっと 

当たり前になっている 

ことがたくさんあると思います。いきなり、そのすべ

てを大切にするなんて難しいかもしれません。でも、

いつのまにか自分の中で当たり前としてることが本当

はありがたいことなんだということに気づいてほしい

と思うのです。そして、そのことに気づくことができ

たら、ちゃんと感謝をし、自分の気持ちを少しでも寄

せてほしいと校長先生は思っています。 

まずは自分の心と体を気にかけて 

そのためにも、まずは自分の心と体のことを、きち

んと気にかけてください。こころが元気であること、

体が健康であること、これは本当にありがたいことな

のです。心が元気でないと、体まで調子が悪くなって

しまいます。逆に体の調子が悪いときは、心も沈みが

ちです。心や体の調子が悪いときは、迷わず、先生や

お家の人に相談するようにしてください。心の調子に

ついては、明日（1／9）発行する保健だよりに、保健

室の中村先生が書いてくださっているので、是非、注

目して読んでみてください。 

そして、友達のこと先生のこと、そして家族のこと

を、感謝していないわけではないだろうけど、校長先

生のように、いつの間にか当たり前になっていて、あ

りがたみや大切さを見失っている場合があるかもしれ

ません。 

当たり前と思っている時間を大切に 
また、今、小学生である皆さんには、小学校での生

活は当たり前の時間かもしれませんが、これには限り

があります。特にクラスの友達との時間や先生方との

時間には限りがあります。3学期は47日間しかあり

ません。つまり、あと47日間で、1年生は1年生と

しての時間が、2 年生は 2 年生としての時間が、…、

5 年生は 5 年生としての時間が終わってしまいます。

特に 6 年生は 6 年生としての時間だけではなく、小

学生としての時間が終わるということでもあります。 

ただ、この、皆さんにとっての当たり前の時間だけ

は、取り戻すことはできません。だって、もう一度今

の学年をやり直すなんてことはできないからです。そ

う考えると、今日からの一日一日がものすごく貴重な

時間だと気づきませんか。 

3学期のクラスの仲間との時間、学級担任や教科担

任の先生との授業時間、どれも無駄にできないと思い

ませんか。校長先生は、そんな貴重な時間を、心ない

言葉やいい加減な態度で台無しにしないでほしいと思

うのです。 

今日から3学期です。残り4７日間、当たり前にな

っていることに心をよせ、友だちや先生との時間を大

切にしながら過ごしていきましょう。３学期の終わり

には卒業式があります。別れの時でもあります。この

日は、６年生にとって、小学校課程修了という大きな

節目の日です。それと同時に、1年生から5年生にと

っても、その学年が修 

了したという大切な節 

目の日でもあります。 

もちろん校長先生を含 

め、先生方にとっても 

大切な節目の時となり 

ます。つまりは、全校の皆さんにとって大きな節目の

日なのです。３月１８日の卒業式、この日を全校で心

を込めて迎えましょう。 

最後に… 

最後に、おまけの話です。 

 まろ太が返ってきたその日に、今度は、猫のうにの

元気がないのです。前足をついて歩けなくなってしま

い、触れるととても痛がるのです。これまた動物病院

に連れて行ったら、こちらはけがをしていて、右前足

が傷ついて大きく腫れているというので、今はこんな

状態です。 

本当に、当たり前というのはあり難いことなのだと、

つくづく思った校長先生の冬休みでした。 

 

 3学期、戸倉小学校だからこその、素敵な時間にし

ていきましょう。終わります。 

（R8.1.8 校長講話） 

 
 

 



 

 

６年 能楽教室 
 12 月 15 日に、能楽教室を行いました。松木千俊

先生と、千曲市謡曲委員会の皆様にお越しいただき、

能楽の歴史を教えていただいたり、面をかぶらせてい

ただいたり、実際の能を見せていただいたりしました。

なかなか触れる機会のない能楽でしたが、これを機に、

日本の伝統文化が、少し自分に近いものとなったので

はないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２，３年 スケート教室 
 12月22日（月）、スケート教室に行ってきました。

風が強かったので、外で待っていたときは寒かったの

ですが、室内でしたので、快適でした。他校との時間

の都合上、お昼を食べてから講習、滑走をしました。

インストラクターのお話をよく聞き、一つ一つの動作

を確認していました。外周リンクでは、何度も転びな

がらも、汗だくで一生懸命滑っていました。 

 ボランティアの保護者の皆様には、安全第一で子ど

もたち全員を補助していただきました。本当にありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度のクラブ活動 
 今年度のクラブ活動が終わりました。クラブの時間

を楽しみに、黙々と取り組んだり、ワイワイと楽しん

で取り組んだりと、それぞれのクラブに応じて取り組

みも様々。子どもたちにとっては、とても楽しく、充

実したものになったのではないかと思います。それぞ

れのクラブの活動や作品を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年情報モラル講習会 
 「高校生になったらスマホを買ってもらうんだ！」

という時代はとうに過ぎ、今や中学生のみならず、小

学生でもスマートフォンを保持している時代です。オ

ンラインゲームや SNS など、面白さや便利さだけが

ひとり歩きし、年齢制限や社会的なルール等を知らな

いがために、自分が知らないうちに問題や事件に巻き

込んだり巻き込まれていたりすることがあります。今

回の講習会を通して、スマホの危険性と、真のコミュ

ニケーションとは何かについて、しっかりと考える機

会になったと思います。 

 保護者の皆様にも、スマホ等（オンラインゲームが

できるゲーム機等も含め）単に買い与えるだけでなく、

使用のルールや、使っている内容についてこまめにご

確認いただき、自分にとっても相手にとっても安全に

使用できるようにご指導いただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

12 月 

  

 

工作クラブ           室内運動クラブ 

 

  

アイロンビーズクラブ     けしごむハンコクラブ 

  

まんが・イラストクラブ       サッカークラブ 

  
けん玉クラブ      郷土料理クラブ 

  

ペーパークラフトクラブ 

  



 

６年プログラミング教室 
 1２月１７日（水）、１８日（木）に、6年生のプロ

グラミング教室を行いました。既定の課題をクリアす

るために、プログラミングの仕方を工夫してドローン

を飛ばすというものでした。空中に浮遊する高さ、障

害物までの距離を実際に図り、数値をインプットし、

実際に飛ばし、修正する。試行錯誤しながらペアの仲

間と共に挑戦しました。 

 

 

 

 

 

 

 

4年 収穫祭 
 インフルエンザの流行に伴い延期していた収穫祭を

行いました。穫れたお米は籾でおよそ 100 ㎏。名付

けたお米の名前は「う米」。（ネーミングセンス抜群！） 

 畔の草刈りやお水の管理など、大変な作業でお世話

になった中村さんをはじめ校内のお世話になった先生

方への感謝の会も兼ねた収穫祭。おあずけになった分

だけ、おいしさもうれしさも感じたことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お願い  

登下校時の車の乗り入れ制限のお願い(再掲) 
 子どもたちの登下校の際、校門付近の車の出入
りが非常に危険です。たくさんの子どもたちが登
下校する時間帯（朝７：30～8：00頃、放課後
14：35～15：00頃と 15：20～15：40頃
のほか下校時刻前後の時間帯）にお車で送迎され
る場合は、校門入口への駐車を避け、校門から離
れたところで乗り降りしていただくなど、安全の
配慮にご協力ください。 

登下校の際の防寒のお願い 
 道路の凍結、朝夕の寒さのため、帽子と手袋を
着用の上で登下校できるようご配慮ください。 

３学期の予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 15日（木）は、職員研修のため、5時間授業に

変更いたします。よろしくお願いいたします。 

※2 スクールカウンセリングのご希望は、2 週間前

を目安に、担任または教頭までお知らせください。 

１月 

１３日（火） ５年発育測定 

５時間授業 下校14：45 

１４日（水） ４年発育測定 

1年生 4時間授業 下校13：20 

２～６年生 ５時間授業 下校14：45 

１５日（木） ３年発育測定 

5時間授業（職員研修のため※1）下校14：45 

１６日（金） 2年発育測定 

１９日（月） １年発育測定 アイミー先生３，４年 

３時間授業 下校１３：０５ 

２０日（火） 集金振替日 

２２日（木） スクールカウンセラー来校（午後）※2 

２３日（金） ４，５，６年スキー教室 

２４日（土） ボーカルアンサンブルフェスティバル(合唱団) 

２９日（木） PTA常任委員会⑥評議員会③ 

 

 

 ２日（月） 給食振替日 アイミー先生３，４年 

 ５日（木） ５年参観日 

 ６日（金） １年そり教室 

 ９日（月） 児童総会、児童会引継ぎ会 

１０日（火） ３，４年参観日 

１２日（木） １，２年参観日 

１３日（金） 支部子ども会 

１６日（月） アイミー先生３，４年 

１８日（水） コミュニティスクール運営委員会 

１９日（木） 来入児体験・保護者会③ 

２０日（金） ６年参観日 

２４日（火） 月の都ふるさと千曲 

２８日（土） 合唱団ありがとうコンサート 

 

 

 ２日（月）～７日（金） 集団登校 

 ２日（月） 給食費振替日 アイミー先生３，４年 

 ３日（火）～13（金） 学期末清掃 

 ４日（水） 街頭指導 

 ５日（木）、６日（金） ワックスがけ 

６日（金） ６年生を送る会 

１０日（火）～１６日（月） ５時間授業下校14：45 

１７日（火） 三学期終業式 

１８日（水） 卒業証書授与式 
２５日（水） PTA総役員会、評議員会④ 

２７日（金） １，４年，杉の子組学級発表・保護者会 

30日（月） ５年新年度準備登校 

２月 

３月 

  

  

  


